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き ず な
北九州市立折尾西小学校
校長 二 宮 利 之

児童数 ５29名

実り多き第２学期、子どもたちの頑張りに拍手を…。
１２月、いよいよ２学期のまとめの月になりま

した。長かったこの２学期を振り返ってみると、
比較的安定した気候のもと、修学旅行や自然教室、
社会見学や校区探検、スポーツの大会等、校外行
事が続きました。そして、音楽会、児童画展に向
けての作品制作。まさに「スポーツ・芸術の秋」
でした。子どもたちが一人一人の持ち味を大きく
伸ばした実り多き季節だったと実感します。これ
らの取組を通した成果・課題を子どもたちに自覚
させるためにも、成長した点を的確に温かく、褒
め価値付ける時期にしたいと思います。

【12月学校行事予定】

１日（火）登校指導 球技大会５年

３日（木）委員会・クラブ活動反省 PTA理事会

７日（月）校納金振替日

７日（月）～９日（水）折尾西小・人権週間

９日（水）フッ素塗布２・３年希望者

１６日（水）校納金再振替日

１７日（木）１８日（金） 個人懇談会

２２日（火）給食終了 大掃除

㊗２３日（水） 天皇誕生日

２４日（木）終業式

２５日（木）～１月７日（木） 冬季休業日

＜１月始めの行事予定＞

８日（金）３学期始業式

１２日（月）給食開始
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★ 学校大好きオンリーワン事業」公開授業研究会 ★
１１月２６日（木）北九州市教育委員会委嘱「学校大好きオンリーワン事業（国語科）」公開授業研究

会を開催しました。文部科学省教科調査官、北九州市教育長をはじめ、北九州市内外から１８０名程の先
生方が参加され、本校の子どもたちの国語科の学習の様子を見ていただきました。子どもたちの「書く力」
の高まり、掲示物等校内環境の素晴らしさを褒めていただきました。今後も国語科を中心に、「書く力」、
「考え、判断する力」を鍛え、学力のさらなる向上を目指して授業を進めていきたいと思います。

【４年３組授業の一コマ】 【２年２組授業の一コマ】 【６年１組授業の一コマ】 【５年３組授業の一コマ】

【本校が「書くこと」の学習に力を入れ、子どもたちに付けたい力は…】

① 「よく考える」「深く考える」という態度・能力が育成される。
「書くことは考えることだ」と多くの識者が述べています。「書くこと」の指導は、常に児童を思考する

状況に置くことができます。「よく考える」「深く考える」という態度・能力の育成で意義があります。

② 論理的思考力が鍛えられる。
「書くこと」の学習では、「考えたことと、それを支え、裏付ける根拠や理由を結び付ける」「調べたこと

などの事実と事実、事柄と事柄を関係付ける」「モデルやサンプルを参考に、自分のすることに当てはめな

がら具体的に考える」などという思考を盛んに行います。また、その一つ一つの場面で、それらの筋が通

っているかを考える活動を、学年に応じて行います。これは、論理的思考の中核であり、今、求められて

いる力を育てる意義のある活動と考えています。

③ ひとつの文章を仕上げるまでに、様々な書く活動が経験できる。
書く過程に、「視て写す」「まねて書く」「メモをする」「聴いて書く」「書き広げる」「書き換える」「書き

まとめる」などの活動が、教師の様々な配慮がなされた上で組み込まれています。様々な機能をもった書

く活動が散りばめられることで、児童の「書く力」を鍛える価値ある学習活動となっています。

このように、児童に「書くこと」に意欲的に取り組ませること〈＝教師が、「書くこと」
の場を適切に仕組み、丁寧な指導を行うこと）は、「主題力・取材力・構成力・記述力・
推敲力など」「書字力・語彙力・語句力・表記力・文法力・文章構成力など」という目に
見えやすい「書く力」とともに、「思考力・判断力・観察力・知覚力・感受性・表象力な
ど」という目には見えにくいが、ねうちのある「認識諸能力」を鍛える意義が大きいと
考えています。


